
 
2026 年 7 月 3 日 第 3556回例会 

                    於： 横須賀商工会議所 

＜点鐘・開会＞ １２：３０ 渡 邉 会長 

＜斉    唱＞ 「君が代」「奉仕の理想」 

＜唱 和＞ 「四つのテスト」 

＜誕 生 月 祝＞ ＊瀬 戸 映 男（S.26） ＊石 田 裕 樹（S.57） 

 ＊小 山 陽 生（S.36） ＊大 野 健 男（S.60） 

 ＊高 橋 岐 武（S.59） ＊鷲 尾 精 一（S.38） 

 ＊小 山 美智恵（S.46） ＊飯 塚 哲 哉（S.40） 

 ＊伊 藤 隆 義（S.18） ＊波 島 顕 明（S. 8） 

 ＊松 本 明 弘（S.26） ＊杵 淵 哲 也（S.47）           各会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜入 会 月 祝＞ ＊徳 永 良 輔 ＊勝 間 佳 枝 ＊鈴 木 豊 司 

 ＊中 村  正  ＊梁 井 康 市 ＊鷲 尾 精 一          各会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 会 長 報 告 ＞

 ＊ガバナー事務所から 

  ・インターアクト委員会／アクターズミーティング開催のご案内について 

   日時：７月１１日(土)１３：００～委員会 

             １４：００～アクターズミーティング 

   場所：相澤ビル８Ｆ会議室 

＜委員長報告＞ ＊雑誌委員会 柴田委員長よりロータリーの友７月号の紹介 

＜幹 事 報 告＞ ＊第一期分会費納入のお願いについて 

 ＊クラブ活動計画書及び会員名簿について 

＜出 席 報 告＞ ＊出席委員会 江口委員長から７月３日の出席報告 

会 員 数 出席対象者数 出席数(ZOOM出席数） 欠 席 数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 出 席 率 



１０６名 １００名 ６９名(２名） ３１名 １名 ７０．００％ 

 メークアップ：小山(陽)会員 横須賀ＲＡＣ例会出席  

＜ニコニコ報告＞ 

 ・瀬 戸、石 田、大野（健）、小山（美）、波 島、飯塚（哲） 各会員 誕生月祝いとして 

 ・徳 永、鈴木（豊）、梁 井 各会員 入会月祝いとして 

 ・三    役 本日より２０２６－２０２７年渡邉年度のスタートです。会員皆様のご協力を頂き、 

         一年間頑張ります。理事役員の皆様、本日の所信表明宜しくお願い致します。 

 ・植 田、兼 城、鈴木（之）、小山（美） 各会員 渡邉年度、理事を務めさせていただきます。１年間どうぞ 

         よろしくお願いします。 

 ・大野（健）、堀 川、松 川、北 村、田 中、新 倉、八 巻、加藤（淳）、真 野、加藤（元）、 

  野 坂、江 口、佐久間、鈴木（之）、濱 田、角 井、小 澤、梁 井、比 護、苅 山、 

  萩 原、瀬 戸、若麻績、波 島、杉 浦、齋藤（眞）、澤 田、田 邉、齋藤（愼）、根 岸、 

  長 尾、森、三 堀、鈴木（豊）、鈴木（康）、山下（和男）、齋藤（隆）、小佐野、平 松、岡田（英）、 

  齋藤（麻）、山下（和志）、前 田、小林（一）、川 名、物 井 各会員 

         いよいよ、渡邉年度がスタートします。新年度三役、理事、ＳＡＡの皆様１年間どうぞ 

         よろしくお願い致します。また、本日の挨拶もよろしくお願いします。 

 ・第１グループ髙橋隆一ガバナー補佐 渡邉年度いよいよスタートですね。第１グループガバナー補佐 

         として一緒に頑張りましょう！ 

 ・石 田、濱 田、柴 田、比 護、齋藤（眞）、鈴木（孝）、川 名 各会員 

         横須賀市岩戸出身のプロゴルファー石坂選手が初優勝し、その副賞を児童養護施設に寄 

         付したそうです。横須賀出身の子供たちが活躍できるように、三浦学苑・横須賀学院を 

         はじめとする学校に頑張ってもらいたいですね。 

 ・椿、権 田 両会員 本日もご出席いただきありがとうございます。皆様にはホッとするような例会、 

         お昼のひと時をお過しいただけますよう頑張りますので、ご協力よろしくお願いいたし 

         ます。 

 

 

＜卓 話＞          三役・理事・ＳＡＡ挨拶 

◇会長 渡邉 磨 

 今年度の活動テーマは“伝統に感謝し、未来をひらく”といたしました。この言葉には、７５年の歴史を

築いてこられた先輩方への深い敬意と、次の時代へ向けてクラブが力強く歩みを進めていく決意を込めてお

ります。このテーマを具体化するために、「三つの柱」を掲げて取り組んでまいります。第一の柱は、伝統の

継承と敬意です。横須賀ＲＣ７５年の歩みを改めて見つめ直し、クラブの誇りを次世代へつないでいく一年

としたいと思います。横須賀ＲＣの伝統を尊重し、節度と緊張感、そして時には、ユーモアも交えながら品

格のある例会運営を心がけます。卓話では「伝統と未来をつなぐ」をテーマに、外交安全保障・経済・政治・

文化・科学技術の５つの分野を中心に、年間を通して学びのあるプログラムを構成していきます。また、シ

ニア会員卓話やラーニングミーティングを通じてクラブの歴史を共有するとともに、「７５年の歩み委員会」

を中心に『写真で振り返る７５年』を製作し、最終例会で披露したいと思います。さらには、浦賀ドックや

大矢部弾薬庫跡地、来年の大河ドラマの主人公でもある小栗上野介など、横須賀の豊かな歴史資源を学び、

地域への誇りも深めて参ります。第二の柱は、未来を見据えた奉仕活動と多様性です。地域社会・世界の課

題に向き合い、多様な人々と協働しながら未来をひらく奉仕を考えてまいります。青少年奉仕として、横須

賀学院中学校の職場体験学習を継続するとともに、地域の若者を応援する活動をさらに拡充してまいりま

す。また、インターアクトクラブ・ローターアクトクラブとの連携も強化し、若い世代と一体となった活動

を展開していきます。国際交流では、ネパールチトワンＲＣとの交流事業を通じて多文化共生を学びながら、

「エコビレッジプロジェクト」の検討を進め、グローバル補助金の活用にもつなげていきたいと考えており

ます。これらの活動を、「１分動画」などを通じて積極的に発信し、地域や若者への「見える化」と、クラブ

の存在感向上に努めます。第三の柱は、奉仕の輪の拡大と心豊かな社会の創造です。思いやりの心を育み、



人と人がつながりあう温かい地域社会をつくることを目指します。障害福祉施設の製品即売会の支援や、１

万メートルプロムナードクリーン作戦を継続するほか、ロータリーの最重点課題である「ポリオ根絶」にも

積極的に取り組みます。１１月に行う予定の募金活動では、工夫を凝らして実施し、より多くの方からの支

援を募りたいと思います。また、新会員の積極的な勧誘と、ラーニング委員会による学びの場づくりを進め、

親睦活動委員会と連携しながら、より参加しやすい雰囲気づくりを進めてまいります。 また、会員同士の友

情と絆を深める親睦行事も充実させ、親睦旅行では善光寺を参拝し、心をととのえる旅にしたいと考えてお

ります。ところで、先週、ある会員の方から思いがけないメッセージ動画をいただきました。我が家の３人

の子どもたちと、それぞれ同級生で、小学生時代は同じソフトボールチームに所属していた３人からのもの

です。私がコーチとしてかかわっていた縁もあり、久々の再会となった動画に、当時の楽しかったこと、悔

しかったこと、上手くいかなかったことなど、色々なことが思い出されて目頭が熱くなりました。画面の写

真は高校・大学時代に大活躍していた当時の彼らで、そしてこちらの動画は、成人した現在の姿です。すっ

かり成長した彼らから、温かいエールをもらったことで、こうして今でも繋がっていることを嬉しく思うと

同時に、結構なプレッシャーもいただきました(笑)。私達は、こうした人と人との繋がりや、お互いを思い

やる温かい心を、何よりも大切にしていかなければならないと思います。常にそんな温かさに満ち溢れたク

ラブであるために取り組んで参りたいと思います。皆さま、一年間どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

◇副会長（クラブ管理運営委員会担当） 齋藤 秀人 

 渡邉会長の掲げた、「伝統に感謝し、未来をひらく」という活動テーマを念頭に置き、１年間のクラブ運営

に邁進してまいりたいと思います。 

・７５年の歴史を振り返り、その活動を記念誌に表現していくこと。 

・昨年のチトワンＲＣと取り交わしたＭＯＵを具体化すべくエコビレッジプロジェクト(ネパール)を進めて 

 いきます。 

・社会奉仕事業として毎年開催しているポリオ募金／１万メートルプロムナードクリーン作戦の充実、さら 

 に障害福祉施設のさらなるバックアップを充実させていきたいと思います。 

・クラブ管理運営委員会に関しましては、会員間の情報共有を促進し楽しく例会を通じて、ロータリーの良 

 さを極めていきたいと考えます。 

いずれにしても渡邉会長を一生懸命支えていきたいと思います。今年のイメージカラーはブルー、会長いわ

く横浜ベイスターズカラーと聞いています。実は三役・ＳＡＡのスカーフもベイスターズです。野球一色で

頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇ＳＡＡ 椿 和香 

 本年度、ＳＡＡを務めさせていただきます椿でございます。昨年度は、几帳面で繊細な心配りの比護ＳＡ

Ａのもとで、副ＳＡＡとして務めさせて頂きましたが、本当に全てにおいて段取り気配りが素晴らしく、私

では足元にも及ばないと不安に感じておりましたが、副ＳＡＡはやはり几帳面で素晴らしい気配りの権田会

員と完璧な事務局の三宅さんがいてくださいますので、皆様にご迷惑をかけず進めていけるかもしれないと、

少し安心しております。私は、最年少で入会させて頂きました右も左もわからない頃から、大先輩方にとて

もいろいろな事を学ばせて頂きました。再入会というブランクがありましたが、あれからすでに２５年余り

の年月が過ぎ、何と今年度会長は私より年下ということで、そんなにも月日が流れたのだなと感慨深いで

す。また、ロータリアンの活動の基本は先ずは例会に出席することだと思いますので、会場監督といたしま

して、テーブル構成につきましても、出席者の数が平均にテーブルに付けることを考慮してまいりますが、

こちらもやはり出席率が上がらない限りは、淋しいテーブルになってしまいます。今年度はまずご出席をお

願いしたいと思います。穏やかな渡邉会長としっかりものの齋藤副会長、ロックンローラーの八木幹事と共

に伝統を重んじつつ、新しいＲＣへの１歩になり、出席することが楽しい例会に出来ますように、理事の皆

様・各委員の皆様・三宅さんにご協力頂き、取り組んでまいります。ニコニコに関しましても、会長より強

制ではなくお気持ちなので数字にはこだわらなくて良いと言われておりますが、どうかニコニコで足をお止

め頂き、ご協力頂けますよう心からお願い申し上げます。至らないところも多々ありますが、どうぞ１年間

よろしくお願いいたします。 

 



◇プログラム・公共イメージ委員会担当理事 植田 威 

 プログラム／広報・公共イメージ／デジタル委員会を担当させていただきます植田です。ＲＣの例会の基

本となるプログラムの内容については、昨年度から被選理事会におきましても検討が行われ、ほぼ計画され

ています。会員の多様性も鑑みながら、すべての会員にとって例会が待ち遠しい、参加して楽しい、興味深

く魅力ある内容が企画されています。例会への出席がより有意義となり、クラブの更なる活性化に帰するこ

とを期待します。卓話の内容は、前月の第３金曜日までに、会員の皆様にご案内することになっています。広

報・公共イメージについては、奉仕活動を通じて、クラブへの公共イメージと認知度の向上、更には会員増

強・会員維持にもつながるよう、地域媒体やインターネットを介して、会員はもとより地域社会へ発信・広

報できるよう取り組んで参ります。デジタル委員会では、通常例会の運営をＺｏｏｍ出席とのハイブリット

を継続し、クラブのホームページの適時更新を行って参ります。小保内プログラム委員長、濱田広報・公共

イメージ委員長、大野健男デジタル委員長とともに、渡邉磨会長の言葉を借用するならば、誠実に、柔軟に

対応して参ります。皆様のご支援、ご協力、ご指導の程、よろしくお願い致します。 

 

◇会員増強・会員維持委員会担当理事 勝見 慎一 

 本年度、会員増強・会員維持委員会の担当役員を仰せつかりました勝見です。１年間よろしくお願いいた

します。皆様ご存じの通り、横須賀ＲＣは第２７８０地区の中で一番会員数の多いクラブであります。私達

のクラブが中期ビジョンに沿った素晴らしい奉仕活動を行っていくうえで、会員増強・会員維持は最重要な

活動だと考えております。今年度は渡邉磨会長を筆頭に、木村一郎委員長と委員会のメンバーで会員候補者

の情報収集をして会員増強に努めてまいりたいと思っております。会員選考、職業分類においても、多様な

職業の新会員をお誘いし、クラブにふさわしい会員の選考をしていただければと思っております。また会員

維持についても、入会いただいた会員がすぐに退会してしまう事が無いよう、親睦委員会にもご協力いただ

き、親睦を通してクラブに馴染めるよう活動していきたいと思います。会員の皆様におかれましては是非、

志の高い入会候補者の情報を委員会にお伝えいただき、一人でも多くの仲間を迎えられるようご協力をお願

いいたします。一年間を通して所々で皆様にお願いをする事が多々あると思いますが、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

◇奉仕プロジェクト委員会担当理事 兼城 毅 

 奉仕プロジェクト担当役員として、職業奉仕委員会、社会奉仕委員会、国際奉仕委員会の三委員会を担当

させていただきます。職業奉仕委員会は岡田圭太委員長、社会奉仕委員会は比護友一委員長、国際奉仕委員

会は加藤淳委員長にご就任いただき、各委員会と連携しながら今年度の事業を推進してまいります。具体的

な事業としては、ポリオ募金活動、１万メートルプロムナードクリーン作戦、職場体験学習、職場見学会、

横須賀・三浦作業所商品即売会の実施を予定しております。また国際奉仕活動はネパールＲＣとの継続した

事業の検討を進めていきます。これらの活動を通じて、私たちロータリアン一人ひとりが「奉仕の理念」を

さらに高め、職業人として、また地域社会の一員として主体的に奉仕を実践できるよう努めてまいります。担

当役員として、それぞれ経験豊富なカウンセラーのご指導のもと、各委員長ならびに委員会メンバーの皆様

と密に連携を図りながら、意義ある事業の推進に取り組んでまいります。会員の皆様におかれましては、奉

仕プロジェクトへのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、ぜひ活動への積極的なご

参加をお願いいたします。 

 

◇青少年奉仕委員会担当理事 鈴木 之一 

 青少年奉仕委員会を担当します鈴木と申します。よろしくお願いいたします。本年度はローターアクト委

員会、そしてインターアクト委員会、それぞれを佐久間カウンセラーの下、運営してまいります。これらの

委員会に関しましては、新しい世代の青少年の活動を支援して育成していくという共通の目的がございま

す。そして、このインターアクト委員会、ローターアクト委員会にそれぞれに委員長がいらっしゃいます。ロ

ーターアクト委員会は小澤長幸会員を委員長として、またインターアクト委員会は田中由紀子会員を委員長

として、それぞれの会を運営してまいります。ぜひ、若い世代の青少年たちを育成するために、皆さん方の

ご協力をいただければと切に願っております。先ほど会長がおっしゃられたように、今年のクラブカラーは



ブルーだということです。皆さんそれぞれに良い色のネクタイやスカーフをされておりますけれども、私も

早くそれに慣れて、ブルーにならないように進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

◇Ｒ財団・米山奨学委員会担当理事 小山 美智恵 

 今年度も引き続き、ロータリー財団・米山奨学委員会担当理事を務めさせていただくことになりました。ロ

ータリー財団は、人びとの健康、教育、環境、平和の推進などを通じて、世界をより良くすることを使命と

しています。また、ロータリー米山記念奨学事業は、日本で学ぶ外国人留学生を支援し、将来、母国と日本

との懸け橋となる人材を育成する大変意義深い事業です。世界では今なお紛争や災害などが絶えず、国際社

会を取り巻く環境は厳しい状況が続いています。そのような時代だからこそ、人材を育み、国や文化を越え

た相互理解を深めるロータリーの活動の意義を、改めて実感しています。昨年度の経験を生かしながら、担

当理事として両事業への理解をさらに深め、会員の皆さまとその意義を共有できるよう努めてまいります。ロ

ータリー財団委員会の長尾委員長、米山奨学委員会の齋藤眞且委員長と引き続き力を合わせ、両事業の意義

や活動を会員の皆さまに分かりやすくお伝えするとともに、ご理解とご協力をいただけるよう努めてまいり

ます。皆さまからお寄せいただく温かいご支援は、未来を担う若者の成長や、世界各地で必要とされる支援

へとつながっています。その思いを大切にしながら、一年間務めてまいりますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 

◇幹事 八木 達也 

 今年度 クラブ幹事を担当します、八木達也です。一年間宜しくお願い致します。入会歴は２０年となり、

数多くの歴代幹事の献身的な働き、場面に応じた立ち振る舞いを見て参りました。私に同じように出来るか

どうか甚だ不安ですが、私なりの幹事像を目指しクラブに寄与できるよう頑張っていく所存です。本年度は、

渡邉会長のテーマにもある「伝統」と「未来」の二つのキーワードを踏まえ、私が多くを担う例会運営につ

いては伝統・格式の継承に重きをおき、厳粛な例会運営を目指します。また本年度は横須賀ＲＣ７５年の節

目であることから改めてクラブの歴史に触れ、記念誌を通して会員皆様にも共有したいと思っております。１

０月２３日―２４日の日程で長野県の善光寺見学を計画しており、そこにも渡邉会長の伝統を学びたい思い

が入っており、会員皆様と伝統と歴史を共有する機会となればと思っております。その他年間を通じ多岐に

わたるゲストをお招きしての卓話にも、ところどころに伝統や未来に触れる機会を準備しております。卓話

の更なる充実は近年低下しつつある出席率の向上の大きな要因であると認識しており、しっかりと取り組ん

でまいります。未来については横須賀ローターアクトクラブ、インターアクトクラブを支えていくことで横

須賀の未来、日本の未来を見据えながら若い力と共に活動する機会を多く持ち、また未来を見据えて活動す

る様々な団体等を後援するなどの活動も積極的に行ってまいります。国際奉仕の活動として、ネパールチト

ワンＲＣとの昨年度交わしたＭＯＵを踏まえ、新たな展開について可能性を模索していくことも重要です。会

員皆様と情報を共有し、協力を得て国外の未来についても考えていく所存です。渡邉会長のもと、副会長、

理事役員、ＳＡＡ、各委員長、三宅さんの協力を得ながら、全力で会務を遂行して参ります。力不足は否め

ませんが皆様のお力添えをどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 

＜閉会・点鐘＞ １３：３０ 渡 邉 会長 

週報担当 真 野 俊 和 


